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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　When 　leaves　on 　two ッ ear
−
old

‘Masui　Daufine’fig（Ficus　carica 　L．）trees　were 　exposed 　to　13CO2

in　mid −October，　analysis 　showed 　that　I3C −
photosynthatcs　were 　stored 　during　domant　season 　and

τemobilized 　in　the　following　spring 。　The　
l3C

　atom ％ exccss 　during　dormant　season 　was 　highest　in
small 　mots 　and 　was 　followed　in　descending　order 　by　fine　roots ，　middle −

sized 　roots
，
1arge− sized 　roots

，

trunk
，
　 two − year− old 　branches，

　 and 　one −ycar− 01d 　branchos．　 However
，
　 new 　shoots 　 and 　roots

exhibited 　relatively　higher且3C 　atom ％ excess 　tha皿 did　the　old　o τgans　25　days　aftcr 　bud　bロ rst，　The　new
Ioots 　retained 　high　levels　of 　

i3C
　atom ％ excess 　more 　than 　45　days　after 　budbreak

，
　but　the　l3C

　atom ％

excess 　in　the　one −
and 　two

−
year

−
o置d　branches　and 　large−sized τoots　dramatically　decrcased　du匸ing

25　days　after　bud　burst，　Furthemole，　a　significant　decrcase　inl3C　atom ％ excess 　levels　 in　the　trunk
aud 　middle

−
sized 　roots 　occurred 　between　25　and 　45　days　a負er 　budbreak；

13C
　atom ％ excess 　in　new

shoots 　was 　Lower　ill　the　uppel 　parts　than　i【l　the　lower　parts　45　days　after 　bursting．　Thus，　it　secms 　that
thc　growth　of 　new 　shools 　and 　roots 　in　the　sprillg 　depellds　mainly 　on 　carbohydrate 　rcserves 　in　adjacent

older 　branches　and 　large−sized　roots　for　at 互east　25　days　after　bud　burst．　Subsequently，　for　the　next 　20
days，　ncw 　growths　rcly 　on 　the　stored 　food　in　the　trunk 　and 　middle

−
sized 　roots ；eventually ，　parts　of 　the

elongating 　shoot 　apices　import　photosynthates　from　the　lowel　new 　leaves．

Key 　Words ： c訂 bohydrate　reserves
，

13C
　atom ％ ex   ss，

　Ficus　carica 　L．，　trans1  ation　of

　　　　　　
13C −photosynthates，

緒　　言

　秋季 の 光合成産物が翌春 の 生育や着果，果実肥大，収

量 に 大き く影響す る こ と が，多 くの 落葉果樹 で 報告され

て い る （平 田 ・黒 岡 ，1974；Jackson・Palmer，1977；
Loescherら ，

1990；Oliveira・Priestley，
1988；遠山 ・林 ，

1957；Worley，
1979）．著者ら （松浦，

1995；松浦 ・荒木 ，

1995，1996）は，イチジクで も着果期以降の 遮光処理 に

よ り，貯蔵養分 が減少 し，翌年に 下位節の着果不良や収

量の 減少が 引 き起 こ され る こ とを明 らか に した．しか し

なが ら，秋季の 光合成産物が イ チ ジ ク樹の どの 部位に貯

蔵さ れ，そ れ が翌年の 生育に ど の よ うに利用され る の か

と い う点 に つ い て は，現在 の とこ ろ十分に解明され て い

1999年 6月 28日　受付．2000年 5月 12日　受 理，

本報告の
一

部は園芸学会平成 11年度春季大会で 発表 した．

な い ．

　落葉果樹の貯蔵養分の 役割に つ い て は ，
14C

を トレー

サ ーと し て ，ブ ド ウ （岡本，1979）， リ ン ゴ （Hansen・

Grauslund，1973；Kandiah，1979；Quinlan，1969），ペ カ

ン （Lockwood ・Sparks
，
1978a　 1978b）な どで報告され て

い る ． こ の 中で ， 岡本 （1979）と Lockwood ・Sparks

（1978a）は ， 幼穂 （花 ）期に ブ ドウ や ペ カ ン の 花器へ の貯

蔵養分の 旺盛 な転流がみ られる として い る．

　イ チ ジ クの秋果 は新梢 の 発育につ れて ，基部 の 1，2節

を除き下位節か ら順に 着生，肥大す る．こ の 場合，新梢

の 初期生長 と果実の 分化 ・発育の 双方に 対 して ，貯蔵養

分が どの よ うに利用され て い る の か に つ い て は ま だ 明ら

か に され て い な い ，

　そ こで本実験で は，
13C

を 用 い て秋季に光合成さ れ た養

分の 貯蔵部位 と翌春に おける転流と分配 に つ い て 検討 し

た．
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材料 お よ び 方 法

1．供 試 樹 お よ び
13C

（池の 施 与

　容量 201 の ポ ッ トに 植えた 2年生 イ チ ジ ク
‘
桝井 ド

ー
フ

ィ ン
’6樹を供試した．

13CO2
の施与は 1996年 10月 17 日

の 午前 9 時 30分 41 時 30分に行 っ た．
13C

を 98％含む

Ba13CO3 を 75 　g入 れ た プ ラ ス チ ッ ク瓶お よ び，　 BaCO3

を 10g 入 れ た プラス チ ッ ク瓶を各個体に固定し，地上部

（新梢 は各樹 3本，平均新梢長約 85cm，節数約 22 節）を

100 × 160cm の ポ リェ チ レ ン フ ィ ル ム 製 の 袋で 包 ん だ，

Ba13CO3 の入 っ た瓶に 80％乳酸 15　m1 を滴下 し，

生3CO2

を発生 させ た ，施与開始約 1時間後に
13CO2

の 吸収を確

実な もの とす るた め に BaCO3 の 入 っ た瓶に 80％乳酸 20

ml を滴下 した．
13CO2

施与中は，袋内に取 り付けた小型

扇風機を作動さ せ て ， 空気を撹拌 した ．施与翌年 の 3月

15 日に 1年枝を先端か ら 112程度切 り返 した．発芽時に

芽かきを行 い ，1樹 に つ き6本 の 新梢を発生させ，開心形

に 仕立 て た，

2．試 料 の 採 取 お よ び
13C

の 測 定

　施与翌年 の 2 月 8 日 （休 眠期 ），5月 9 日 （発芽 25 日

後 ），5月 29日 （発芽 45日後）に そ れ ぞ れ 2樹ずつ 掘上げ

て 解体 し，1年枝，2年枝，挿 し穂，大根 （直径 10〜20

mm ）， 中根 （直径 5−10　mm ），小根 （直径 2−・5mrn），細根

（直径 2mm 未満 ）および新根 （5月 9 日，5月 29 日の 場合）

に分け た．な お，根 の 直径が 20mm 以上 の もの は み られ

なか っ た．

　5月 9日に は新梢を上部と下部に分け，そ れ ぞ れか ら葉

と茎を採取 した，5月 29 日に は新梢を先端部，上部 （基

部か ら第 5飼6節位 ）， 中部（基部か ら第 3飼4節位），お よ

び下部（基部か ら第 1−2節位）に 分け，各々 か ら葉，茎，

腋芽部（腋芽 と花序 ）を採取 した．腋芽部に つ い て は花序

の 発達程度を調査 した．な お，
13CO2

を施与しなか っ た個

体を対照樹として ，各サ ン プ リ ン グ時 に 同様に採取 した．

　得られた試料はい ずれ も， 凍結乾燥後粉砕 し，
13C

ア ナ

ラ イ ザー
（日本分光，EX − 130S）に より

13C
　atom ％を測

定 した．さ らに，対照樹で測定 さ れ た
13C

　atom ％を差 し

引 い て，各試料の
i3C 　atom ％ excess とした，

67

3．13C
施 与 の 均

一
性 の 確 認

　施与終了直後に，各樹の 新梢中央部の 5葉か ら， 各 々 の

葉の 115程度を採取 した．ま た ， 3月 15日 の せ ん定時に

は せ ん定枝を採取 して ，上述の 方法で
13C

　atom ％ excess

を求め ，

13C
同化 の 個体差をみ た．各樹の葉に おけ る

13C

atom ％ excess は，1．298・・1．605 で あ り，せ ん定枝 の
13C

atom ％ excess も樹体間 に よ る差 は み られず，どの 供試樹

に もほ ぼ 同じように
13C

が同化 され た こ とが確認 され た

（第 1表）．

結　　果

L 休 眠 期 に お け る
13C

の 樹 体 内 分 布

　2月 8 日に おける各部位 の
i3C 　atom 　90　excess を第 2表

に示 した．i3C 　atom ％ excess は，地下部が地上部よ りも

高か っ た，部位別 で は細根が小根よ りや や低い もの の ，1

年枝が最も低 く，2年枝，挿 し穂，大根，中根，細根，小

根 の 順に高 くな っ た．

2．新 梢 生 長 に 伴 う
13C

の 転 流

　5月 9日 （萌芽 25日後 ）に おけ る新梢の 長さと節数 はそ

れ ぞ れ 2−4   ，2一櫛 で あ っ た （デ
ータ省略〉 各部位 の

13C
　atom ％ ex   ss は，2月 8 日と同様に 1年枝で最 も低

く，2年枝，挿 し穂，大根，中根，細根，小根の順に高 く

な っ た （第 2表 〉 ま た，新梢 や新根 の
i3C 　atom ％ excess

は，0．2前後と高か っ たが ， 新梢の 上部 ， 下部に よる大き

な差は 認 め ら れな か っ た （第 2表，第 1図）．

　5月 29 日（萌芽 45 日後 ）に お け る新梢の長 さ と節数は

それ ぞれ 15−20  ，6・・8節で あ っ た （デ
ー

タ省略）．な

お，こ の 時点 で の 花序 の 発達程度は，新梢の 基部第 1・・2節

位で は花序の 分化がみられなか っ た が
， 第 3−4 節位で は

花序が 肉眼で確認で きる大きさ（幅約 2皿 m ）か ら果実 の 形

（果実横径 3−・5mm ）を呈 す る もの ま で あ っ た （デ
ータ省

略 〉 各部位 の
13C

　atom ％ excess は，大根が 中根よ りや

や高い もの の ，5月 9 日と同様 の 傾向で あ っ た （第 2表 ）．

新梢の 茎 ， 葉 ， 腋芽部 の い ずれ に おい て も，先端に 近 い

ほ ど値が低か っ た．また ， 比較的値の 高か っ た 新梢下部

で も，い ずれ の 部位とも5月 9日 に比 べ ると低か っ た，新

梢 の 基部第 1−・2 節位で は，葉で や や低 く，茎や腋芽部で

Table　1．　
13C

　atom ％ excess 　in　leaves　immediately　after 　
i3CO2

　feedinif　and 　in　ene −
year

−
old 　branches

　　　 at　dor皿 ant 　prロning 　t  e （March　15，1997）．

Tree　No．y

Organ
1 2 3 4 5 6

　　　 Leavesx　 　 　 　 1．387　n．　s．w

One− yeaア
ー01d　branchesx　　　　　　　

一
1．421 　 1．6050

．062n，　s．
w

15600

．060
1．3180
．064

12980

。062

zi3CO2
　was 　fed　on 　October　17

，
1996．

yNo ，1and 　2　trees　were 　allocated 　for　ana 匡ysis　on 　February　8；No ．3and　4　were 　on　May 　9；and 　No ．5and　6　were 　on 　May 　29，1997．
xLeaves

　and 　one −year
−
old　branches　were 　taken　o 皿 Octobeτ17，1996　and 　o皿 Ma【ch　15， 1997，　respeclively ，

wn ．　s．　indicates　no 　signi 丘can   among 廿ees 　at　p＝0・05・

N 工工
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Table　2．　
且3C

　atom ％ exoess 　of　organs 　on 　different　sampling 　dates，

Organ 　 February　8

（Dormant　season ）

　　　May 　9

（25days　after　bursting）

　 　　May 　29

（45daysafter　bursting）

Whole 　cu π ent　shoo 鱈
z

One −year
−
old 　branches

Two −
year　 old 　branches

TnmkLarge

　roots （10
−20mm ）

Middle　rootS （5
−．10mm ）

Small　roo重s（2−5mm）

Fine　roots （2mm ＞ ）

New 　roots

0．072C 　 a

O．078C 　 　a

O．088　BC 　 a

Oユ06ABC 　a

O．119AB 　 a

O，145　A 　　　n，s．
0，123　！丶B 　　皿，s．

0．191By
O，033GO
．054FO
．065EO
．066EO
．083DO
．107CO
．ユ05CO213

　 A

yab

トリ
¶
Dba

b

0．068CO

．033EO
．033EO
．045DE

O．068CO
．058DO

．110BO
．105BO
．274A

bbbCbb

a

zMixed
　sample 　of 　each 　part　of 　current 　shoot 、

yMeans
　followed　with 　upper 　and 　lower　case 　lettcrs　are　significantly　different　among 　organs 　and 　sampling 　dates，　respectively 　at　pく0．05

by　Tukeゾs
−tesし

0．25

020

器
器 o・15

裘
o

局　 0．10

O胸

0．05

0，00
贈   輌   解 　　To 　　　SC 　　　H 　　　1−2　　丁卯 　　　聞 　　　劉 　　　t−2　　開 　　　桝 　　　1−2

Stem　　Leaf Stem Leaf Axillary
　part

May　gl1997 May　29，1997

晦 1−
3C

鰤 ％ ・・  ss　in　v ・ri・u ・p・rt・・f　curr ・nl ・h・。ts　samp1 ・d ・・ M ・y　g　and 　M ・y　29，1997 ．

　　 Upper；upper 　part，　Lower；lower　part　of　current　shoots ，　Top；top，5− 6；5山 to　6th　node ，3−4；3rd　to　4th

　　 node
，
1−2；lst　to　2nd　node 　from　the　base，

　　 Different　letters　represent 　significant 　difference　by 　Tukey’s−test（pく O．05）．

　　 Yenical　bars　represent　standard　er【or （n 冨12）．

は同程度で あ っ たが，第 3−4 節位で は腋芽部が茎 や葉よ

りも有意 に 高か っ た （第 1図 ）．

　2月 8 日 に お け る各部位 の
i3C 　atom ％ excess の 値を

100と した場合の 5月 9 日と5月 29日に おける割合を第

3表 に 示 した．5 月 9 日に お い て
13Catom

％ ex   ss の 低

下率が 大き く，か つ
13C

　atom ％ ex   ss が有意 に低下 して

い た の は，地上部で は 1年枝 と 2年枝で あ り，そ れ ぞ れ 2

月 8 日の 約 46
， 69％ で あ っ た．地下部で は大根の低下率

が大きく，2月 8 日の約 62％ で あ っ た．低下率 の 最も小

さ い 部位は細根 で ，2月 8日の 約 85％ で あ っ た ．

　5月 9 日 に お い て低下率の大きか っ た 1年枝や大根で

は，5月 29日に は ほ とん ど低下 が み られ な か っ た．5月

29日 に お い て 低下率が大き く，か つ
13C

　aω m ％ ex   ssが

有意に低下 した部位は，挿 し穂 と中根 で あ っ た．2年枝で

は低下率が大きか っ たもの の，
i3C

　atom ％ excess は 5月
9 日 と比 べ 有意差が み られ な か っ た，また，新根は 5月 9

日 と同様 ， 高い値を維持 して い た．

考　 察

　本実験に お い て，休眠期に は
i3C 　atom ％ excess が地上

部よ りも地下部で高 く，ま た，部位別で は細根 で 比較的

高か っ た．岡本 （1979）の ブ ドウを用 い た研究に よ る と，

N 工工
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Tab ■e　3．　 Percentage　of
】3C

　atom 　％　excess　ef　each 　organ　on

　　　 May 　9　and 　on 　May 　29　compared 　with 　that　on 　Feb．　8．

Organ
May 　9！Feb ．8　 May 　29Meb ．　8

　 （％）　　　　 （％）

One −year
−
01d 　brandles

Two −year−old 　branches

TrunkLarge

　roots （10−20mm）

Middle　rootS（5− 10mm ）

Small　roots （2
−5mm ）

Fhle　roo 重s （2mm 》）

45．869
．273
．962

．369
．773

．885
．4

45．842
．351
，164
．148
，775
．985

．4

休眠期 の
14C

濃度は母枝 （1年枝）で最 も高 く，細根で最 も

低い と して お り，今回 の 実験結果は逆の 結果とな っ た．こ

れ は ， 施与時期や樹種の 違 い に よ っ て 生 じた と考え られ

る が， こ の 点に つ い て は今後 の 検討課題 で ある．

　イ チ ジ クの 場合，春季の新梢や 新根な ど の 生長に利用

され る同化養分 が，どの 部位に貯蔵され て い た もの か は

明 らか で ない ．本実験に お い て ，各サ ン プ リン グ時期の

13C
　atorn ％ excess を比較したと こ ろ ， 細根は萌芽期以降t

他 の 器官と比べ て値の低下が比較的小さ か っ た，こ れは

13C
施与を行 っ た 10月中旬は秋根の 生長期で あ り（平井，

1966；平田 ， 1993）， 葉で 同化 され た
13C

が主 に 秋根の形成

に利用されたためと推察されるが，他 の 部位か らの
13C

の

供給 に よ り，細根中の
i3C

　atom ％ ex   ssの 低下 が 小 さか

っ た可能性も考え られ る．細根以外の
13C 　atorn％ excess

は，5月 9 日に お い て は地上部で は 1年枝と 2年枝，地下

部で は大根 ，
5月 9 日 か ら 29 日に かけて は地上部 で は挿

し穂，地下部で は中根で大きく低下 した．したが っ て ，萌

芽 25 日後で は 1，2年枝と大根，萌芽 25 日後か ら 45 日

後で は挿 し穂と中根 に貯蔵さ れ て い た養分が新生器官の

生長に利用された と考え られた．しか しな が ら，本実験

で は，各部位の全炭素含量を測定 して い な い の で ，明言

はで きな い が ，新た に同化され た炭素が こ れ らの 部位に

転流 して きた た め に ，
13C

濃度が低下 した可能性 もある．

　ブ ドウ で は翌春 の 萌芽 ， 展葉開始期 に は母枝中の貯蔵

養分が利用され，そ の後は幹中 の 養分 が利用 さ れ る と の

報告 （岡本，1979）が あ る．また，林ら （1985，1986）は 17

年生
L

二 十世紀
’
ナ シ に つ い て，年齢の若い枝ほ ど春季に

お け る貯蔵デ ン プ ン の 利用率が高い と報告 して い る．一

方，地下部に関 して
，

ブ ドウ で は 2年生以上 の根の貯蔵養

分 が 発育 初期 に 用い ら れ る こ と （Winkler　・　Williams，

1945），ま た，
‘
二十世紀

’
ナ シで は直径 10mm 以上 （林ら，

1985，1986），あるい は直径 5　rnm 以上 （reng ら，
1999）の

根が貯蔵養分の 蓄積部位と して 重要で あ る とされて い る．

本実験 の 結果は ，
こ れ らの 報告 と同様の 傾向を示 し，地

上部で は若い器官か ら貯蔵養分が利用され，地下部で は

大根，次 い で 中根 の 貯蔵養分が用い られ ると推察された．

　 イチジクで は果実 の 収穫が 8月中旬か ら 10月末まで 続

き，霜が 降りる 11月中下旬 に 落葉す る．こ の ため，光合

成産物が 果実の 肥大と根の 生育 の 両方に利用 さ れ る期間

が長 く，貯蔵だ け に 向けられる期間が短い．従 っ て，イ

チ ジ ク栽培で は，い か に樹体内 の 貯蔵養分を高め る か が

重要で ある．篤農家で は ， 収穫末期 の 10月上 中旬 に 速効

性の肥料を施用す る こ とに よ り，翌年 の 果実肥大や新梢

の 初期生育が 向上す る こ と が経験的に知 られ て い る．本

実験の 結果か ら，10月中旬に葉で光合成さ れ た養分の う

ち，翌春の 新生器官 の 生長 に 利用 される の は，地下部で

は大根や中根に蓄え られ た養分で あ る と推察され た．
‘
桝

井 ド
ー

フ ィ ソ の秋果生産で は，冬季の せ ん定で 1年枝の

基部 2芽程度を残して せ ん除す るた め，1年枝の 貯蔵養分

は ほ とん ど除去され ，
1年枝以外の 部分 で の 貯蔵養分が利

用 され る こ と に な る．こ の た め，貯蔵養分 の 蓄積部位で

あ る大根 や 中根 な ど を，冬季の 土壌管理 の 際 に で きる だ

け切除 しな い こ とが ， 翌年の初期生育に と っ て 重要 で あ

ると考え られる．

　萌芽後 25 日 に は新梢や新根 な ど の
i3C

　atom 　9・
　excess

が極め て高か っ た の に対 し，萌芽後 45 日に は，新梢で は

先端部ほ ど値が低 くな っ た．こ れ と同様の 傾 向が，ブ ド

ウ （岡本，1979），リン ゴ （Hansen，1967 ，1971；Kandiah，

1979；Qum　lan　，1969），ペ カ ン （Lockwood ・Sparks　，
1978a

，
1978b），

ニ ホ ン ナ シ （reng ら，1999）で 認 め られ

て い る．萌芽後 25日頃に は ， 新梢や新根 の シ ン クカが高

く，貯蔵養分が盛ん に これ ら の部位に転流 した の に 対 し，

萌芽後 45 日頃に は春に 展開 した葉の光合成生産が 増加

し，その 養分が新梢先端部 に 供給さ れ た と考え られ る．新

梢伸長期に おけ る基部か ら新梢先端部へ の 同化産物 の 転

流に つ い て は，キ ウ イ フ ル ーツ （天野ら ，
1998），レモ ン

（Kriedemang　1969），リ ン ゴ （Hansen，1967）で も報告 さ

れ て い る．

　萌芽後 45 日頃に新梢先端部の 生長が貯蔵養分か ら新生

養分に 切 り替わ る と考え ら れ た の に 対 し，新根 の
13C

atom ％ ex   ss は萌芽 45 日後で も著 しく高か っ た．こ れ

は，新根の生長が こ の時期で も依然と して貯蔵養分に依

存 して い る こ とを示 して お り，新梢と新根 で は貯蔵養分

に対す る依存期間に差 の ある こ とが 示唆 さ れ た．こ れ と

同様の結果が リン ゴ （Kandiah，1979）や ナ シ （Teng ら，

1999）で も報告さ れて い る．

　萌芽 45 日後に お い て 新梢の基部か ら第 3−4節位で は ，

腋芽部の
i3C 　atom ％ ex   ss が茎よ りも有意に高 く，第

1−・2節位で は差がみられなか っ た．こ の 時期 に は，新梢基

部の 第 レ 2節位で は花序の 分化が肉眼 で はみ られず，い

わ ゆ る不着果の状態 で あ っ た の に対 し，第 3−4節位で は

腋芽部の 花序が，肉眼 で確認で きる大きさ （幅約 2mm ）か

ら果実の 形 （果実横径 3−5　mm ）を呈する もの ま で あ っ た．

こ れ らの こ とか ら， 花序の 分化 が進ん だ新梢の 基部第 3・・4

節位で は，花序へ の貯蔵養分 の 転流量が多い と考え られ，
14C

が花穂に多く転流す る と し た ブ ドウ で の 報告 （岡本，

N 工工
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1979）と同様の傾向を示 した．

　筆者 ら は前報 （松浦 ・荒木，1995，1996 ）で ，遮光処理

の 当年と翌年に み られ る不着果は ， 花序が 肉眼 で 確認 で

きる程度の 大きさ に まで分化 ・発達 しな い 場合と，肉眼

で確認 で き る大き さ に発達 して も果実の 形 を呈す るまで

の 間に発育が停止 し，脱落す る場合に 分かれ，遮光 した

当年で は後者が多い こ とを明ら か に した ，花序が 肉眼 で

確認 で きる大きさか ら果実の 形を呈する ま で に脱落す る

の は，貯蔵養分や新生養分な ど生育 に必要 な養分 が 不足

し，花序の 発育が 停止す るた め と推察され る．しか し，花

序の 分化や発達に はサイ トカイニ ンや オーキ シ ン な ど の

植物ホ ル モ ン も密接 に かかわ っ て い る と考え ら れ るの で ，

今後 こ の 点に つ い て の 検討が必要で あろう．

摘　　要

　2年生イチ ジ ク
‘
桝井 ドーフ ィ ソ を用い，

13C
を トレー

サ
ー

と して，10月中旬に 同化された光合成産物 の 休眠期

の 貯蔵部位と翌春 に お け る転流に つ い て 調査 した ．休眠

期の部位別
13C

　atom ％ excess は，1年枝 が最も低 く，2

年枝，挿 し穂，大根，中根，細根，小根 の 順に高 くな っ

た．萌芽25 日後の
13Catom

％ excess は，新梢や新根な

どで 高か っ た ，また，休眠期と比べ て
i3C

　atom ％ excess

の低下率の大きい 部位は
，

1年枝 ，
2年枝 と大根で あ っ

た．

　萌芽 45 日後に おけ る，
13C

　atom ％ excess の低下率の

大きい 部位は，挿 し穂と中根であ っ た．新根は萌芽 25 日

後と同様に高い値を維持 して い た．新梢 の 茎，葉，腋芽

部とも，先端 に 近い ほ ど
13C

　atom ％ excess が低か っ た．

こ れ らの こ とか ら，萌芽後 25 日ま で の新梢と新根の生長

は，それぞれ 1，2年枝と大根に貯蔵さ れ て い た養分 に 依

存 して い る と推察さ れ た．一方，萌芽 25 日後か ら 45 日後

の 新梢ある い は新根 の 生長は ， 挿 し穂や 中根に貯蔵 さ れ

て い た養分 に 依存す る が，萌芽後 45 日頃に は新梢先端部

の 生長 に つ い て は ， 貯蔵養分か ら新 し く展開した葉 で 生

産され た養分に切 り替わ っ て い る と考え られ た．
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